
―
― 

法
案
成
立
後
の
ス
テ
ッ
プ
は
順
調
だ
と
考
え

て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
今
、具
体
的
に
動
い
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

「
様
々
な
人
が
夢
の
よ
う
な
理
想
を
期
待
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
白
紙
の
状
態
か
ら
い
き
な
り
夢

物
語
は
描
け
ま
せ
ん
。
今
回
の
法
律
や
進
行
中

の
計
画
案
は
ひ
と
つ
の
契
機
で
し
か
な
く
、
具
体

的
な
変
化
が
起
き
る
た
め
に
は
地
方
自
治
体
は
じ

め
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
は
本
当
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
何

が
順
調
か
と
聞
か
れ
て
も
、
日
々
悩
ん
で
い
ま
す

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
具

体
的
な
も
の
と
し
て
は
、
来
年
す
ぐ
に
行
動
に
移

せ
る
よ
う
予
算
要
求
な
ど
は
前
倒
し
で
や
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
自
治
体
も
先
進
的
な
と
こ
ろ
は
既

に
、
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
」

―
― 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
法
律
に
よ
っ
て
、

啓
発
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

「
気
候
や
地
形
な
ど
、
自
治
体
に
よ
っ
て
自
転
車
に

乗
る
環
境
は
異
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
状
の
意

識
も
。
自
転
車
は
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
持
っ
て
い

ま
す
。
観
光
誘
致
や
ま
ち
づ
く
り
に
も
繋
が
る
し
、

健
康
に
も
寄
与
す
る
。
現
状
は
そ
う
い
っ
た
可
能

性
に
対
し
意
欲
を
も
っ
て
伸
ば
そ
う
と
考
え
て
い

る
自
治
体
と
、
そ
う
で
は
な
い
自
治
体
と
で
大

き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が

法
律
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い
え
ば
、
最

低
限
の
部
分
の
底
上
げ
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、

各
自
治
体
が
動
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
あ
げ
ら

―
― 

法
案
成
立
後
、
こ
こ
ま
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
法
律
の
基
本
的
理
念
は
、
自
転
車
活
用
を
総
合

的
に
推
進
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
各
所
で
こ
れ
ま
で

も
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
法
案
成
立

に
よ
っ
て
政
府
が
全
体
的
な
計
画
を
作
り
明
確
な

目
標
を
持
ち
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ま
ず
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
。
有
識
者
会
議
や
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

幅
広
い
意
見
を
聞
き
反
映
さ
せ
、
年
内
に
骨
子
案
、

そ
し
て
来
春
ま
で
に
原
案
を
つ
く
り
、
来
年
夏
ま

で
に
閣
議
決
定
に
持
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

こ
の
法
律
で
は
地
方
自
治
体
も
推
進
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
閣
議
決
定
後
か

ら
で
は
大
き
な
タ
イ
ム
ロ
ス
が
生
じ
る
の
で
、
国

と
各
自
治
体
で
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
同
時
進

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

来
年
、
国
と
同
じ
時
期
に
計
画
が
作
れ
る
自
治
体

も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
」

れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
役
割
を
果
た
せ
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

―
― 

自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
し
、国
が
今
後
目

指
す
方
向
性
は
あ
り
ま
す
か
。

「
放
置
自
転
車
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
き
た
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
は
、
確
か

な
成
果
を
生
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
が
自
転
車
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
後
さ
ら
に

普
及
を
進
め
る
た
め
に
、
駅
な
ど
の
大
型
駐
車
場

以
外
に
自
転
車
を
活
用
す
る
上
で
中
間
点
に
あ
た

る
路
上
の
小
規
模
な
も
の
が
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に

お
い
て
も
重
要
で
、
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。
規
制
緩
和
な
ど
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

う
ま
く
い
け
ば
交
通
の
形
態
は
大

き
く
変
化
す
る
で
し
ょ
う
。
ク
ル
マ

の
違
法
駐
車
が
少
な
く
な
っ
た
の
も
、

空
き
地
を
利
用
し
た
小
規
模
の
駐
車

場
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
普
及
し
た
こ

と
が
大
き
い
は
ず
。
そ
の
例
か
ら
見

て
、
自
転
車
の
場
合
も
効
果
は
あ
る

と
思
い
ま
す
」

―
― 

最
後
に
、
五
輪
が
日
本
で
開
催

さ
れ
る
2
0
2
0
年
に
お
け
る
目
標

は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

「
勿
論
、
2
0
2
0
年
は
ひ
と
つ
の
大

き
な
節
目
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
を
目
標
に
す
る
と
か
な
り

矮
小
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
目
標
と

し
て
は
も
う
少
し
先
を
睨
ん
だ
上
で
、

2
0
2
0
年
に
向
け
て
は
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
風
に
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
期
待
す
る
の
は
、
五
輪
会

場
周
辺
に
関
し
て
は
他
国
に
恥
じ
な

い
レ
ベ
ル
ま
で
整
備
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
。
日
本
は
自
転
車
に
関
し
て
は
、

走
行
空
間
も
駐
車
場
も
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
も
、
す
べ
て
に
お
い
て
決
し
て
先
進

国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
日
本
を
訪
れ
る
様
々
な
国
の
人

た
ち
に
対
し
少
し
で
も
誇
れ
る
よ
う
、

東
京
都
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

自
転
車
活
用
を
推
進
す
る
各
自
治
体
に
と
っ
て
諸
問
題
解
決
の
追
い
風
に
な
る
と
の
期
待
を
担
う「
自
転

車
活
用
推
進
法
」が
、
昨
年
末
可
決
さ
れ
た
。そ
の
後
、
今
年
5
月
に
本
部
が
設
立
さ
れ
施
行
へ
。着
々
と

ス
テ
ッ
プ
が
踏
ま
れ
る
中
、
実
際
に
は
今
何
が
ど
う
動
き
、
先
々
で
何
が
期
待
で
き
る
の
か
、
自
転
車
活

用
推
進
本
部
の
大
野
昌
仁
事
務
局
次
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

推進計画案のとりまとめ

推進計画案決定

推進計画の閣議決定

パブリックコメント

推進計画（骨子案）

推進計画（原案）

有識者会議の設置について決定
29年6月16日第1回関係府省庁連絡会議

自転車活用推進計画の策定に向けた
今後の進め方について決定

29年6月13日第1回本部会合

8月8日 第１回有識者会議
8月～9月 関係者ヒアリング

H 3 0 年
1 ～ 3 月

H 3 0 年
4 ～6 月

H 2 9 年
1 0 ～ 1 2 月

H 2 9 年
7 ～ 9 月

H 2 9 年
5 ～ 6 月

  第 2回有識者会議

第3回有識者会議

今後のスケジュール（案）今後のスケジュール（案）

自
転
車
活
用
推
進
法 

に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
か

自
転
車
活
用
推
進
本
部 

事
務
局
次
長
に
聞
く

こ
れ
か
ら
何
が
ど
う
変
わ
る
？

自
転
車
活
用
推
進
法
の

「
現
在
地
」、そ
し
て
こ
れ
か
ら

国土交通省自転車活用推進本部 
事務局次長  大野昌仁参事官

『バイシクルパーキング』創刊に寄せて
国土交通省 都市局 街路交通施設課

課長 渡邉 浩司 氏

この度、自転車駐車場工業会にて季刊広報誌「バ

イシクルパーキング」を創刊されたことにつきま

して、心よりお祝い申し上げます。

日頃より自転車駐車場の整備等を通じて、放置

自転車の改善や快適な自転車利用環境の確保など、

社会貢献にご尽力頂いており、誠に感謝いたします。

現在、国土交通省では「コンパクト＋ネットワー

ク」を支える都市の重要な交通手段として、環境

にやさしく誰もが利用できる身近な自転車がその

役割を担うことを期待しており、その利用環境を

整え、利用促進を図っていくことなどの取組みを

進めています。

今年の5月1日には、「自転車活用推進法」が

施行され、現在、来夏を目処に自転車活用推進計

画の策定を目指しており、自転車駐車場の整備を

はじめとする自転車利用環境の創出に係る多様な

取組がより一層加速されるこ

ととなります。

自転車利用を促進するにあ

たっては、自転車を「停める」

機能である自転車駐車場について、使いやすく安全

なものとして、その確保を図る必要があり、貴工業

会の役割は益々大きくなるものと期待しております。

おわりに「コンパクト＋ネットワーク」の推進等、

活力ある快適で健康的なまちづくりを進めるうえ

で自転車の担う役割は大きく、自転車駐車場の整

備や活用が今後とも着実に推進されるよう、多様

な知識やノウハウを有する貴工業会の皆様と連

携・協力しながら取組を進めて参りたいと考えて

おりますので、引き続きよろしくお願い申し上げま

す。貴工業会及び会員皆様の益々のご活躍を祈念

いたします。
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自
転
車
駐
車
場
は
、
老
若
男
女
、
誰
も
が
利
用

す
る
施
設
だ
。
ま
た
、
駅
前
の
自
転
車
駐
車
場
ば

か
り
で
な
く
、
店
舗
の
店
先
や
、
最
近
で
は
歩
道

な
ど
に
も
駐
輪
ラ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
る
例
も
多
い
。

こ
の
場
合
、
自
転
車
を
利
用
す
る
し
な
い
を
問
わ

ず
、
そ
こ
を
歩
く
す
べ
て
の
人
が
駐
輪
機
器
に
接

近
し
、
あ
る
い
は
接
触
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
、
駐
輪
設
備
機
器
の
安
全
性・

信
頼
性
の
確
保
は
非
常
に
重
要
だ
。

一
般
社
団
法
人 

自
転
車
駐
車
場
工
業
会
で
は
、

そ
れ
ら
の
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
駐
輪

設
備
機
器
の
製
造
メ
ー
カ
ー
及
び
管
理
運
営
会
社

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
市
場
に
送
り
出
す
製
品

老
若
男
女
、
誰
も
が
利
用
す
る
施
設
・
設
備
だ
か
ら
こ
そ
、
扱
い
や
す
く
、

安
全
で
安
心
な
製
品
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
「
当
た
り
前
」
を
支
え
る

厳
し
い
技
術
基
準
を
、
自
転
車
駐
車
場
工
業
会
で
は
策
定
し
て
い
る
。
そ
の

基
準
を
満
た
し
た
製
品
に
の
み
認
定
マ
ー
ク
の
貼
付
け
が
許
さ
れ
る
の
だ
。

20

9. 「個別ロック式サイクルラック技術基準」①

①ロックユニット
②ロックレバー
③低位ラック
④高位ラック
⑤タイヤサポート
⑥ベース
⑦支柱

図 個別ロック式サイクルラックの例 技術基準：４８ページ

サイクルラックの形状ごとに求められる性能・機能は異なるため、それぞれ独自の基準が定められている。「認定品」として認められるために
は、その基準を満たしているか、現物審査を含めた厳しい審査をクリアしなければならない。

ブルー：従来ラベル　グリーン：新ラベル

の
安
全
基
準
を
策
定
し
て
き
た
。
自
転
車
駐
車
場

工
業
会
で
は
、
こ
れ
ら
基
準
に
基
づ
き
、
書
類
審

査
、
実
機
審
査
、
そ
し
て
20
機
以
上
設
置
さ
れ
た

状
態
・
場
所
で
の
現
物
審
査
を
実
施
し
、
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
製
品
の
み
が
「
認

定
品
」
と
し
て
、
認
定
証
シ
ー
ル
の
貼
付
を
許
さ

れ
て
い
る
。

昨
年
6
月
に
は
、
路
上
駐
輪
場
な
ど
で
普
及
の

進
む
個
別
ロ
ッ
ク
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
技
術
基

準
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
技
術
基
準
と
し
て
「
平
面
式
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
」「
ス
ラ
イ
ド
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
」

「
2
段
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
」「
上
段
昇
降
式
サ
イ

ク
ル
ラ
ッ
ク
」「
個
別
ロ
ッ
ク
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
」

の
5
つ
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
つ
い
て
、
ご
く
一
部
で
は
あ

る
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

名古屋支店
　〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南１丁目28番26号  宇徳ビル５階
　TEL：052-566-2580　FAX：052-566-2581
神 戸 支 店
　〒657-0027 兵庫県神戸市灘区永手町5丁目2番9号  サンロイヤル六甲301号
　TEL：078-843-8666　FAX：078-200-5886

本   社
　〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜２丁目１番９号  古河大阪ビル西館３階
　TEL：06-6345-7854　FAX：06-6345-7853
東 京 支 店
　〒154-0012 東京都世田谷区駒沢２丁目６番２号  I -TOWER６階
　TEL：03-5779-7495　FAX：03-5779-7496

http://www.churins.jp/株式会社駐輪サービス

業務受託
（啓発・撤去・保管返還等）
放置自転車等対策業務自転車等駐車場の

企画・設計・設置・運営・技術指導管理業務受託/指定管理/民間受託

自転車等駐車場の
管理運営

主な事業内容主な事業内容

駐輪サービスの基本は「人」。管理スタッフは、お客様から一目で駐
輪サービスのスタッフであることがわかる「ワインレッドの制服」
を着用しています。「ワインレッドの制服」こそ駐輪サービスの誇
りであり、「安全・安心・快適」の証しです。

駐輪サービスの基本は「人」。管理スタッフは、お客様から一目で駐
輪サービスのスタッフであることがわかる「ワインレッドの制服」
を着用しています。「ワインレッドの制服」こそ駐輪サービスの誇
りであり、「安全・安心・快適」の証しです。

モットーは「笑顔であいさつ」

厳
し
い
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
「
証
」

平面式サイクルラック技術基準

耐荷重性
サイクルラックの各点に基準値の静荷重を加えたとき、溶接部の
クラック及び各部材の塑性変形がないこと。上面A点：650N、後
面B点：650N、側面C点：330N

倒れ角 10°以下またはタイヤ接地面から1,100mmの高さで振れ幅
200mm以下（標準）

操作力 自転車を出し入れするときに必要な操作力：160N以下

耐久性
自転車の出し入れ動作を1,500往復行った後、円滑な動作に異常
が生じないこと。500時間の塩水噴霧試験（JIS規格Z2371）を
行い、著しい腐蝕、塗膜のふくれ、割れ、剥がれ等が生じないこと

スライド式サイクルラック技術基準
耐荷重性 「平面式サイクルラック」と同じ
倒れ角 「平面式サイクルラック」と同じ

操作力

出し入れ操作：「平面式サイクルラック」と同じ。
横スライド操作：満車収納時にラックを最小間隔に寄せた状態か
ら、自転車またはラックを横方向に押して、余裕幅の最大間隔まで
スライドさせる動作：160N以下

耐久性

出し入れ動作：「平面式サイクルラック」と同じ。
横スライド動作：ラックの横スライド往復動作を30,000回行っ
た後、円滑な動作に異常が生じないこと
耐食性：「平面式サイクルラック」と同じ

2段式サイクルラック技術基準

耐荷重性 「平面式サイクルラック」と同じ。ただし上面A、B、E、F点、前面C点、
側面D点

倒れ角 「平面式サイクルラック」と同じ

操作力 「平面式サイクルラック」と同じ。ただし持ち上げ力の計測方向は、
可動フレームに対して直角とする

床面への固定
アスファルト舗装の場合は架台支柱下部にコンクリート基礎を設
置する。床面のコンクリート厚さは土間コンクリートは100mm
以上、デッキプレート床は60mm以上

耐久性 「平面式サイクルラック」と同じ

個別ロック式サイクルラック技術基準

耐荷重性 引抜力：ロックを掛けた状態で、自転車の取り出し方向に1300N
を加重

操作力 「平面式サイクルラック」と同じ

電気的安全性

電圧：DC24V以下、保護等級：IP23、絶縁抵抗：充電部と非充電
部を500V（弱電流回路では250V）絶縁抵抗計で測定し、5MΩ（弱
電流回路では1MΩ）以上、落雷対策：電源ライン：コモン2kV、ノー
マル1kV確保

動作環境 外気温0℃～40℃で正常に機能すること。これを超える環境では
保温、遮熱等、機能維持のための対応をする

耐久性 自転車の出し入れ動作6,000往復を行った後、円滑な動作に異常
が生じないこと。耐蝕性：「平面式サイクルラック」と同じ

上段昇降式サイクルラック技術基準
対象自転車 車重13kg以上20kg以下

耐荷重性
「平面式サイクルラック」と同じ。ただし、A点、B点、D点：650N、
C点：330N。たわみ量許容値：A点：20mm、B点：30mm、C点：
90mm、D点：40mm

倒れ角 「平面式サイクルラック」と同じ

操作性
昇降時：空車時：押し下げ50N以下、持ち上げ50N以下、収納時：
押し込み100N以下、持ち上げ±50N、押し下げ160N以下、引
き出し100N以下

耐久性 「平面式サイクルラック」と同じ

ご
存
じ
で
す
か
？  

認
定
マ
ー
ク

（
一
社
）自
転
車
駐
車
場
工
業
会

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
技
術
基
準
に
迫
る
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（一社）自転車駐車場工業会  理事長挨拶

この度、一般社団法人 
自転車駐車場工業会の広報誌として本誌『Bicycle 
Parkig（バイシクルパーキング）』を発行すること
となりました。本誌を通じて、自転車駐車場、そし
て自転車に携わるすべての皆様に向け、様々な情
報を発信していく所存です。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
さて、当工業会は、自転車駐車場整備事業の健
全な発展を図り、自転車と優しい街づくりによ
る環境保全向上に寄与することを目的に活動し
ています。
また、自転車駐車場の設備機器の開発、設置基
準の制定や安全問題等に取り組んでおります。併
せて自転車利用の促進、自転車交通マナー・モラ

駐輪場等に最適！ ゴム製区画線

●施工から使用開始まで5時間程度
　●車両の速度抑制帯にも使用可
　　●クルミ混入で滑りにくい
　　　●ゴム製なので安全です
　　　　●多彩なカラーバリエーション
　　　　　●現場施工なので寸法は自由自在

BP 広告 3段　240×100mm

ソーラー（無電源）による
一時利用専用の駐車機器

電気工事不要！ただ設置するだけで自転車・バイク駐車場の不足を即座に解決！

●料金変更が自由に設定 　●常時移設可能
　●無料時間の設定が可能 　　●設置当日より運営可能

〒103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町 1-7-9（オンラインビル）
TEL：03-3639-4911（代）　FAX：03-3639-4913　URL：http://www.sancycle.co.jp

BP 広告 3段　240×100mm

協会会員会社 型式

株式会社
シーディアイ

フットレバー式スライド型
サイクルスタンドDIC-220/250型 ❸

垂直２段式自転車ラックDIC-SC型

スライド型サイクルスタンド 
DIC-SL 220/250型

株式会社
ニチプレ

スライド式サイクルラックNF-200型 ❹

株式会社
ダイケン

スライド式サイクルラックSR-FN型 ❺

協会会員会社 型式

株式会社伸明 2段式サイクルラックSE-GFW（梁）型 ❻

サス・サンワ
株式会社

アルミスライド式サイクルラック
SSA-250型 ❼

株式会社
OSS

本質安全・垂直2段ARS20S型 ❽

トップガイド式スライドラックATG型

KYテクノロジー
株式会社

垂直2段AKYG-T20型 ❾

トップガイド式スライドラックCCR-FF 型

協会会員会社 型式

新和企業

株式会社

平面スライド式サイクルラックH-2型 ❶

平面スイング式サイクルラックEF-1 型

平面傾斜式サイクルラックKS-40型

二段式サイクルラック F-3 型

垂直昇降式サイクルラックSKVL-100型

垂直昇降式サイクルラックSVL-1 型

株式会社

ダイゾー

二段式サイクルラックNR-5 型

平面スライド式サイクルラックSRD-2型

垂直式二段ラックNRB-1 型 ❷

ルの啓発、公共・民営自転車駐車場の整備、放置自
転車対策などの業界活動を官民の協働で積極的に
展開し、ハード・ソフト両面から取り組んでいます。
当工業会は昭和53年（1978年）4月10日、自転車
駐車場の関連企業13社により発足しました。その
後昭和55年（1980年）2月には加盟企業は倍以上の
31社を数えることとなります。当時の加盟企業を
見てみると、機械メーカー、ゼネコン、自転車メー
カー、そしてラックメーカーも名を連ねています。
その設立目的として、
1）自転車駐車場事業の育成指導
2）自転車駐車問題に関する調査研究および資料蒐集
3）自転車駐車場普及のための広報啓蒙活動
4）自転車駐車場普及のための技術指導
5）会員相互の連絡調整
などを掲げています。
現在、当工業会では自転車駐車場関連設備機器

のさらなる安全、安心を目指し、活動しています。
自転車活用推進法の追い風を受け、自転車の持つ
価値が見直され、新たな活用の場、つまり自転車

需要が増えていくことは間違いないといえるで
しょう。自転車駐車場についても、これまでの鉄道
駅周辺の大規模駐車場ばかりでなく、バス停など
鉄道以外の交通機関との結節点として、或いは商
店街やスーパーなどまちの中の小規模～中規模の
駐輪需要に対し、的確に応えていくことが重要だ
と考えています。そのような考えのもと、当工業会
では技術部会、広報部会、管理部会を設置し、それ
ぞれ専門の知見を活かして様々な活動を進めてい
ます。平成29年度には、小規模駐輪施設の需要増
により設置例が増えている「個別ラック式サイク
ルラック」についての技術基準の策定と、その他サ
イクルラックを含めた技術基準認定、自転車利用
とまちづくりに関するセミナーの開催などを行っ
てまいりました。

本誌を通じて当工業会の活動を報告してまいり
ます。今後も当工業会の活動に対し、忌憚のない
ご意見を頂戴できれば幸いです。

平成 29年 12月

『Bicycle Parking』
              創刊にあたって
一般社団法人 自転車駐車場工業会

理事長　内田  勉

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼ ❽ ❾

認定品として認められた製品

　一般社団法人 自転車駐車場工業会　TEL 03-3663-6284　URL http://jichuko.net/本事業のお問い合わせ

※2017年11月現在



Bicycle Parking WINTER 2017（4）

駐輪・駐車場管理運営の
リーディングカンパニーを目指して－

http://www.cyca.co.jp
本　社
〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町7番2号 ぺんてるビル7F
TEL 03-3667-4975（代表）　FAX 03-3667-9638
川口サイカパーキング株式会社　横浜サイカパーキング株式会社
大阪サイカパーキング株式会社　福岡サイカパーキング株式会社

さいたま支店 TEL 048-653-5064
川　口支店 TEL 048-267-5101
静　岡支店 TEL 054-269-5733
名古屋支店 TEL 052-953-8778
大　阪支店  TEL 06-6344-4021

岡山支店 TEL 086-227-9271
倉敷支店 TEL 086-426-5505
大竹支店 TEL 0827-54-3711
福岡支店 TEL 092-725-0431

駐輪場事業 出版事業企画・提案事業駐車場事業

機械式
駐車場・駐輪場の
メンテナンス

日本駐車場救急サービス株式会社
一般社団法人 日本駐車場メンテナンス協会正会員

東京本社：〒103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町1-6 -1
　　　　　TEL 03-3663-1755（代）　FAX 03-3663-1750
支　　店：大阪・名古屋・福岡・金沢・大宮

http://www.jafs99.co.jp/

定期点検

緊急出動

故障修理

合理的・手頃な価格で
サービスを提供

日本全国・
年中無休で対応

遠隔監視システムでの
無人管理に対応

メーカーや機種・
大小は問いません



（5）Bicycle Parking WINTER 2017

駅前を中心とした自転車駐車場の整備が進み、かつての「放置自転車100万台」時代とは比べるべくもないほどの改善が見られるが、これ
はまさに数十年単位の長い歴史があればこそ。長い歴史ゆえに初期の施設の老朽化という問題も浮上してきている。管理運営団体はこの問
題にどう対処しているのだろうか。（公財）自転車駐車場整備センターの取り組みを追った。

駅
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
は
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り
、

ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
な
ど
人
が
多
く
集
ま
る
と
こ

ろ
に
は
、
や
は
り
自
転
車
駐
車
場
が
あ
る
。
ま
ち

の
施
設
と
し
て
自
転
車
駐
車
場
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
に
調
和
し
、
そ

し
て
地
域
の
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
機
能
性
が

求
め
ら
れ
る
。

昭
和
50
年
代
の
「
放
置
自
転
車
1
0
0
万
台
」

時
代
か
ら
、
そ
の
問
題
改
善
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
の
が
、
駅
前
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
自
転
車

駐
車
場
の
存
在
だ
。
昭
和
50
年
代
か
ら
続
く
放
置

自
転
車
対
策
の
歴
史
は
、
自
転
車
駐
車
場
整
備
の

歴
史
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
こ
で
ふ
と
気
づ
く
の
が
、
そ
の
よ
う

な
歴
史
の
黎
明
期
に
整
備
さ
れ
た
自
転
車
駐
車
場

の
老
朽
化
と
い
う
問
題
だ
。
建
屋
そ
の
も
の
の
劣

化
と
い
う
問
題
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
自
転
車

へ
の
対
応
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
ス
ロ
ー
プ
の
未

導
入
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
自
転
車

駐
車
場
も
数
多
く
存
在
す
る
。

現
在
、
そ
ん
な
問
題
を
抱
え
た
自
転
車
駐
車
場

の
建
て
替
え
事
業
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に（
公
財
）

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
狙
い
や
具
体
的
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
、
同
セ
ン
タ
ー
有
安
敬
理
事
に
話
を
聞
い
た
。

「
当
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
開
始
し
て
40
年
近
く
が

経
過
す
る
な
か
で
、
早
い
年
代
に
整
備
し
た
施
設

を
中
心
に
老
朽
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
施
設
を
今
後
、
長
期

に
わ
た
り
供
用
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
利

用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
、

快
適
性
の
向
上
の
た
め

に
は
、
適
切
な
維
持
、

修
繕
工
事
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
平
成
25
年
度
に
、

供
用
開
始
後
10
年
を

本　　　　部 〒103-0021 東京都中央区日本橋本石町4-6-7 日本橋日銀通りビル4階 電 話 03-6262-5320（総務部） FAX 03-6262-5330（総務部）
大 阪 事 務 所 〒550-0003 大阪市西区京町堀1-6-2肥後橋ルーセントビル10階 電 話 06-6449-0991（代表） FAX 06-6449-0994
名古屋事務所 〒451-0045 愛知県名古屋市西区名駅3-9-37合人社名駅3ビル8階 電 話 052-586-6841（代表） FAX 052-586-6855

公益財団法人 自転車駐車場整備センター

当財団は、自転車等駐車場の整備を推進しています。

経
過
し
た
施
設
を

対
象
に
劣
化
度
点

検
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
基
に
、
施
設

の
長
寿
命
化
や
快

適
性
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

施
設
全
体
に
わ
た
る
総
合
的
か
つ
大

規
模
な
修
繕
工
事
を
行
う
「
大
規
模

修
繕
」
と
、
屋
根
や
外
壁
の
一
部
な

ど
、
劣
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
主

要
構
造
部
材
の
一
部
に
つ
い
て
総
合

的
な
修
繕
工
事
を
行
う「
部
分
修
繕
」

を
実
施
す
る
「
大
規
模
修
繕
等
基
本

計
画
」
を
策
定
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
毎
年
度
、
劣
化
度
点
検

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ

ル
的
に
数
箇
所
で
大
規
模
修
繕
等
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
平
成
28
年
5
月
に
策
定

し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
「
中
期
計
画
」
に
お
い
て
も
、

新
規
整
備
と
並
ぶ
柱
と
し
て
、
建
て
替
え
や
大
規

模
修
繕
の
実
施
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

今
見
ら
れ
る
自
転
車
駐
車
場
施
設
の
老
朽
化
の

具
体
例
と
し
て
は
、
柱
や
梁
の
錆
や
塗
膜
は
が
れ
、

床
や
壁
面
の
劣
化
、
排
水
設
備
や
屋
根
の
劣
化
に

よ
る
雨
漏
り
の
発
生
、
照
明
施
設
の
劣
化
、
区
画

線
や
サ
イ
ン
の
劣
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
、
管
理
会
社
等
を
通
じ
て
利
用
者
か
ら
は
多
く

の
改
善
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
、
清
瀬
駅
南
口
自
転
車
駐
車
場
（
清
瀬
市
）
の

大
規
模
修
繕
等
工
事
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大

規
模
修
繕
等
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
設
置
等
、
利
用
者

の
安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
改
良

工
事
も
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

建
替
え
工
事
や
大
規
模
修
繕
等
工
事
を
実
施
す

る
際
に
最
も
苦
労
す
る
点
は
、
現
在
そ
の
駐
車
場

を
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
様
の
不
便
を
い
か
に
し

て
最
小
限
に
抑
え
る
か
、
で
す
。
工
事
中
の
代
替

の
駐
車
場
が
近
隣
に
確
保
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
駅
前
等
で
は
代
替
用
地
の
確
保
も
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
規
模
修
繕
等
工

事
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
駐
車
場
内
を
い

く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
、
工
事
期
間
を
ず

ら
し
て
お
客
様
を
誘
導
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
改
修

老朽化した駐車場施設の
建て替え・リニューアル事業に注目集まる

（公財）自転車駐車場整備センターが取り組む

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
修
繕
等
工
事
の
実
施
に
よ
り
、
利
用
さ

れ
る
方
か
ら
は
「
新
設
同
様
の
施
設
に
な
っ
た
」

と
の
声
や
「
明
る
く
な
っ
た
」「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
よ
り
安
心
し
て
利
用
で
き
る
」「
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
の
設
置
に
よ
り
上
階
の
利
用
が
楽
に
な
っ
た
」

「
屋
上
の
熱
交
換
塗
料
の
塗
付
に
よ
り
夏
の
暑
さ

が
軽
減
さ
れ
た
」
等
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
照
明
の
L
E
D
化
に
よ
る
電
気

の
節
約
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
34
年
度

ま
で
の
5
年
間
で
、
特
定
費
用
準
備
資
金
を
活
用

し
、
大
規
模
修
繕
等
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
が
設

置
し
管
理
さ
れ
て
い
る
自
転
車

駐
車
場
に
も
同
様
の
老
朽
化
問

題
を
抱
え
て
い
る
施
設
も
多
く

あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な

施
設
の
建
て
替
え
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
つ
い
て
も
支
援
で
き
る

の
で
は
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。」 
（
談
）

Bicycle Parking 【 話題を追って ❶ 】

建て替え事業の例。東京都府中市・武蔵野台南口。窓を多く設
けることで開放的な印象とし、周囲との調和も重視した。

大規模修繕の例。東京都武
蔵野市・三鷹駅北口。建屋
を残したまま印象が一変。
内部もレイアウトを含め大
幅に改修している。

BEFORE

AFTER

BEFORE

AFTER
多
様
化
す
る
自
転
車
へ
の

対
応
も
「
待
っ
た
な
し
」

公益財団法人 自転車駐車場整備センター
TEL 03-6262-5322　URL https://jitensha.jp/

本事業のお問い合わせ

利用者満足が
大幅に向上
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東
京
五
輪
開
催
を
3
年
後
に
控

え
、
昨
年
末
に
は
自
転
車
活
用
推
進

法
案
が
可
決
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
転

車
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

な
ぜ
な
ら
我
々
は
、
2
0
1
2
年
に

五
輪
を
開
催
し
た
ロ
ン
ド
ン
を
見
て

い
る
か
ら
だ
。
ロ
ン
ド
ン
市
長
が
開

催
2
年
前
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
レ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
自
転
車
革
命
）
を

宣
言
し
官
民
一
体
と
な
っ
て
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
五
輪
を
訪

れ
た
世
界
中
の
人
た
ち
に
〝
環
境
に

や
さ
し
い
街
に
変
貌
を
遂
げ
た
ロ
ン

ド
ン
〞を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
改
革
の
ひ
と
つ
が
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
五
輪
開
催
地
で
あ
る
東
京

も
昨
今
、
N
T
T
ド
コ
モ
が
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
急
ピ
ッ
チ
で
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
そ

ん
な
折
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

新
た
に
宣
言
す
る
企
業
が
相
次
い
で
い
る
。
中
国

に
お
け
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
大
手
の
モ
バ
イ
ク
と

o
f
o
、
そ
し
て
国
内
で
は
C
D
・
D
V
D
の
レ

ン
タ
ル
事
業
は
じ
め
様
々
な
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
D
M
M
ド
ッ
ト
コ
ム
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ

最
大
手
の
メ
ル
カ
リ
等
、
N
T
T
ド
コ
モ
と
同
じ

く
異
業
種
が
手
を
挙
げ
た
。

パ
リ
の
ヴ
ェ
リ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ー
ト
管
理

型
の
シ
ス
テ
ム
は
機
器
導
入
コ
ス
ト
が
か
か
る
上
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
で
は
な
い
。
国
内
で
同
系

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
試
験
的
に
導
入
し
た
自
治

体
も
あ
る
が
、
そ
の
コ
ス
ト
を
賄
え
る
ほ
ど
の
稼

働
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
成
功
と
は
言
い
難
い
。
こ

れ
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
自
転

車
本
体
管
理
型
と
い
う
新
た
な
か
た
ち
を
打
ち
出

し
た
の
が
N
T
T
ド
コ
モ
だ
。
ポ
ー
ト
に
そ
れ
ほ

ど
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
上
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
で
数
を
増
や
す
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
五
輪
開
催
地
で
あ
る
東
京
都
で

は
江
東
区
、
文
京
区
を
皮
切
り
に
続
々
と
導
入
が

進
み
、
現
在
9
つ
の
区
で
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ユ
ー
ザ
ー
も
増
加
し
て
い

る
。
だ
が
自
転
車
本
体
の
コ
ス
ト
は
そ
の
分
高
く

な
る
た
め
、
劇
的
に
負
担
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。

五
輪
後
も
定
着
し
て
い
く
た
め
に
は
自
治
体
の
持

ち
出
し
な
し
で
単
体
事
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

く
こ
と
が
理
想
だ
が
、
新
規
参
入
企
業
は
果
た
し

BP 広告 3段　240×100mm

環境と調和した、
新しい駐車空間を創造します。

ゲート式駐車場管理システム
ISP駐車場管理システム

フラップ式駐車場管理システム
パークロック®システム

自転車・バイク駐車場管理システム｠
サイクロック®システム
バイクロック®システム
ゲート式自転車・ 
           バイク駐車場管理システム

東京都千代田区丸の内1-5-1（新丸の内ビルディング）
大阪市北区小松原町2-4（大阪富国生命ビル）
札幌市中央区北二条西3-1（太陽生命札幌ビル）
仙台市青葉区中央1-3-1（AERビル）
さいたま市浦和区高砂2-2-3（さいたま浦和ビル）
名古屋市中村区名駅1-1-4（JRセントラルタワーズ）
福岡市中央区大名2-4-30（西鉄赤坂ビル）

■本　　　社
■大 阪 支 社
■北海道支店
■東 北 支 店
■北関東支店
■中 部 支 店
■九 州 支 店

〒100-6513
〒530-0018
〒060-0002
〒980-6122
〒330-0063
〒450-6040
〒810-0041

PHONE：（03）3217-7200（代）
PHONE：（06）6312-3851（代）
PHONE：（011）271-4161（代）
PHONE：（022）261-8371（代）
PHONE：（048）711-1919（代）
PHONE：（052）561-2851（代）
PHONE：（092）771-6175（代）

スマートパーク営業部
〒100-6513　東京都千代田区丸の内1-5-1(新丸の内ビルディング)
PHONE：（03）3217-7373（代）　FAX：（03）3217-7377

「オーナーサポート」「利用者満足度」「環境負荷低減」
安全と信頼のテクノロジーで人・都市・環境を考慮し、
これからのパーキングシステムを考える日本信号。

エコ・パーキングシステム
日本信号

て
、
そ
の
部
分
に
ど
の
よ
う
な
活
路
を
見
出
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
中
で
最
も
早
い
動
き
出
し
を
見
せ
た
の

が
、
2
0
1
6
年
に
中
国
の
上
海
で
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
モ
バ
イ
ク
だ
。
す
で
に
中
国
国
内
の
み

な
ら
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
世
界
に

手
を
広
げ
て
お
り
、
日
本
で
も
進
出
が
発
表
さ
れ

た
と
同
時
に
札
幌
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
一

方
、
中
国
で
は
ラ
イ
バ
ル
に
あ
た
る
o
f
o
も
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
コ
マ
ー
ス
＆
サ
ー
ビ
ス
と
提
携
の
上

で
9
月
に
東
京
と
大
阪
で
ロ
ー
ン
チ
す
る
と
発
表

し
た
が
、
そ
の
計
画
は
ど
う
や
ら
頓
挫
し
た
よ
う

だ
。
o
f
o
は
10
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
チ
ャ

イ
ナ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
ブ
ー
ス
出
展
す
る
な

ど
P
R
活
動
は
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
ロ
ー

ン
チ
の
見
込
み
は
立
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

中
国
の
場
合
は
最
近
一
部
で
規
制
が
始
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
ポ
ー
ト
を
使
わ
ず
に

自
由
な
場
所
に
乗
り
捨
て
が
で
き
る
と
い
う
利

便
性
の
高
さ
が
ユ
ー
ザ
ー
増
の
大
き
な
要
因
。
だ

が
日
本
国
内
で
は
自
治
体
が
そ
れ
を
許
す
こ
と

は
な
く
、
ポ
ー
ト
確
保
は
必
須
と
な
る
。
o
f
o

は
こ
の
部
分
で
苦
戦
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

D
M
M
ド
ッ
ト
コ
ム
も
メ
ル
カ
リ
も
事
業
を
開
始

す
る
こ
と
を
発
表
し
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
自
治
体

を
募
集
し
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
く
進
展
は
見
ら

れ
な
い
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
興
味
を
持
つ
自
治

体
は
多
い
は
ず
の
今
、
名
乗
り
を
上
げ
た
中
の
ほ

と
ん
ど
が
い
き
な
り
足
踏
み
状
態
に
陥
っ
た
こ
と

が
国
内
で
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
根
づ
か
せ
る
こ
と

の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

ン
サ
イ
ク
ル
に
よ
れ
ば
本
年
度
中
に
横
浜
市
や
川

崎
市
で
の
実
施
も
決
め
て
い
る
と
い
う
。

足
踏
み
を
続
け
る
各
社
を
よ
そ
に
ハ
ロ
ー
サ

イ
ク
リ
ン
グ
が
素
早
く
展
開
で
き
て
い
る
要
因

は
、
ひ
と
つ
目
が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
い
う
全
国

2
万
箇
所
に
及
ぶ
ポ
ー
ト
候
補
が
す
で
に
あ
る
こ

と
。
ふ
た
つ
目
が
シ
ナ
ネ
ン
サ
イ
ク
ル
と
い
う
自

転
車
業
界
企
業
が
手
掛
け
る
こ
と
で
車
両
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
も
万
全
の
体
制
に
あ
る
こ
と

（
自
転
車
販
売
店
大
手
チ
ェ
ー
ン
の
サ
イ
ク
ル
ベ
ー

ス
あ
さ
ひ
、サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ッ
ト
が
サ
ポ
ー
ト
）
だ
。

コ
ン
ビ
ニ
側
に
と
っ
て
は
競
争
が
激
化
し
各
店
舗

の
来
客
数
が
落
ち
て
い
る
中
、
ポ
ー
ト
設
置
に
よ

り〝
つ
い
で
買
い
〞が
期
待
で
き
る
こ
と
は
メ
リ
ッ

ト
。
自
転
車
販
売
店
側
に
と
っ
て
も
同
じ
く
販
売

台
数
が
減
少
す
る
中
、
新
規
事
業
に
着
手
で
き
る

こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
に
違
い
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
式
に
な
か
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
中

国
方
式
に
は
確
か
に
あ
る
が
、
今
後
多
く
の
自

治
体
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
事
業
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
く
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

確
か
に
疑
問
が
残
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な

く
中
国
と
も
、
日
本
の
文
化
は
異
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
だ
が
ハ
ロ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
少
な
く
と

も
、
コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
日
本
独
特
の
文
化
が
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
事
業
と
し
て
の
成
功
性
を
感

じ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
〝
日
本
全
国
を
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
で
繋
げ
る
〞
と
い
う
大
き
な
理
想
に

向
け
て
も
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
こ
と

に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

新規参入事業者が相次ぐ

シェアサイクル
異業種からの「新規参入」表明が相次いでいるシェアサイクル。世界の先進都市と比べれば、
まだまだ本格的な「定着」には至っていないこの日本で、五輪を機に「自転車都市」に生まれ変わっ
たロンドンの成功に、東京が続くことはできるのか。今後の展開を探る。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
の
提
携
に
よ
り

大
規
模
展
開
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る

ハ
ロ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

!!!!!!!!"#$%&%'(")*+,$-.!自転車最前線 /0)1/2!!!!!!!!

世界のトレンドは
日本にも「定着」する？

そ
ん
な
中
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）
お
よ
び
そ

の
子
会
社
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
（
株
）

が
開
発
し
た
I
o
T
技
術
を
活
用
し
、
シ
ナ
ネ

ン
サ
イ
ク
ル
（
株
）
が
ハ
ー
ド
供
給
、
運
営
を
手

掛
け
る
「
ハ
ロ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
が
11
月
21
日
、

さ
い
た
ま
市
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
ポ
ー
ト
に

利
用
し
た
新
た
な
タ
イ
プ
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を

ロ
ー
ン
チ
。
2
0
1
8
年
中
に
1
0
0
0
の
ポ
ー

ト
を
目
指
す
と
い
う
大
規
模
な
も
の
だ
。
シ
ナ
ネ
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全国自治体・自転車政策TOPICSBicycle Parking 

東京都大田区は良好なまちなみを保全・形成し無秩序な開発を防ぐこと
を目的に「大田区まちづくり条例」が設けており一定規模以上の建築物を
建設する際に必要な基準を定めているが、これに新たに「命令および罰則」
規定を盛り込む条例改正を発表。2018年4月1日より施行されるという。
項目の中には、一定規模以上の集合住宅等における自転車駐車場の数も含
まれている。
同条例ではもともとマンション等の集合住宅に対し世帯数に応じた自転

車駐輪場の数を定めていたが、罰則がないことで守られていないケースが
たびたび見られており、違法駐車の一因に繋がっているとも考えられてい
た。今後は規定をクリアしていなければ工事に着手することができず、虚
偽の書類が提出され工事に着手されたことが立ち入り検査等で発覚した場
合は工事の停止、または中止が命ぜられることになる。従わない場合は6カ
月以上の懲役、または50万円以下の罰金が処されることになるという。

自転車王国を提唱するさいたま市では「ツール・ド・フランスさいたまク
リテリウム」や「サイクルエキスポ」などビッグイベントを催しているだけで
なく、乗用環境整備についても力を入れている。その影響から地域のロード
バイクユーザーは増加。地域外から訪れるサイクリストの数も増えていると
いう。そしてソフト面も充実させようと10月2日より、サイクリストが休憩
やバイクのメンテナンスに立ち寄れる支援施設「さいクルステーション」の
募集を呼びかけている。
これは、さいたまにできるだけ留まって魅力を満喫してほしいというのが
目的で、もちろん経済効果をも期待してのこと。サイクリストにとって、トイ
レが気軽に利用できる休憩所が道中にあるメリットは大きい。同じくサイク
リストに人気の宇都宮市やつくば市などでも、この取り組みは進んでいる。
なおステーション運営に関し市は介入せず、サイクルラックや専用の工具
類を支給するなどのサポートを行う。今後作成される予定のサイクリング
マップに各ステーションが記載されることで、ステーションになるショップ、
飲食店にはメリットがあると考えられる。清水勇人市長によれば「毎年5か
所以上増やす」ことが目標。すでに複数のサイクルショップや飲食店が手を
挙げているようだ。

「さいクルステーション」の募集を開始埼玉県
さいたま市

豊かな自然と温暖な気候に恵まれたスポーツに最適な環境を持つ沖縄県
は「スポーツアイランド沖縄」というスポーツ観光誘客促進事業を発足し、沖
縄での様々なスポーツの楽しみ方を提案している。沖縄といえばマリンス
ポーツがまず頭に浮かぶが、近年力を入れているのが自転車だ。UCIアジア
ツアーである「ツール・ド・おきなわ」を開催していることですでに全国のサ
イクリストに認知されているが、自転車は県民の健康増進にも繋がることで、
乗用環境の整備にさらに力を入れていくという。
最近はサドルラック（ロードバイク用サイクルラック）を設置している街道

沿いのショップや飲食店の数が増えている。同観光局によればこれは、サイク
リングに向けた本島1周（約337km）の周遊コース創設にあたり85か所に
サイクルステーションを設置しようとの取り組みが進んだためで、今後周知に
向けPRを行っていく予定。11月初旬に開催された「サイクルモード」でも、プ

ロモーションを行った。
またツール・ド・おきなわの舞
台である名護市は2017年5月
に国内では自転車観光誘致の先
進地として知られる愛媛県今治
市と「自転車を通じたまちづくり
交流協定」を結ぶなど本腰を入れ
ており、ソフト面の充実はさらに
加速していくことになりそうだ。

沖縄本島1周のサイクリングコースに
85か所のサイクルラックが設置

ナビゲーションサービスサイトを運営する㈱ナビタイムジャパンは10
月18日よりNPO栃木スポーツコミッションおよび宇都宮市、矢板市、栃
木市、日光市、大田原市、高根沢町、那須町の7自治体と提携し、栃木県内
の周遊を促進させることを目的とする事業を新たに展開。その第一弾とし
てアプリ「自転車ナビタイム」で、県内のサイクリングコースをナビゲー
ションできる機能の提供を開始した。
栃木県には自然を満喫できるスポットだけでなく日光をはじめとする観
光名所も多く、さらに世界の名だたるロードレーサーが年に一度集結する
「ジャパンカップ」が開催されていることで、多くのロードバイク愛好家に
認知されている。その際に使用される宇都宮市森林公園を周回する「ジャパ
ンカップコース」はじめ、様々な自然とふれあえる「那須～宇都宮コース」、
日光の代表的観光スポットである神橋からスタートする「日光渡良瀬遊水
地コース」の3コースが現在紹介されている。
同社はこの3コースが記載されたリーフレットを県内のサイクリングス
テーションや協力店舗、道の駅等で順次配布していく予定。栃木県サイド
も自転車観光誘致に確かな効果を発揮する新たなアイテムとして注目して
いるという。

7自治体
日本初、
自治体が設定したサイクリングコースを
音声でナビゲーション

集合住宅等の
自転車駐車場規定違反に罰則

東京都
大田区

沖縄県
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駐
輪
機
器
に
特
化
し
た

業
界
唯
一
の
専
門
メ
ー
カ
ー

ー
ー
「
東
海
技
研
」
と
い
え
ば
日
本
を
代
表
す
る

駐
輪
機
器
メ
ー
カ
ー
で
す

「
当
社
は
駐
輪
場
の
管
理
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。
専
門
メ
ー
カ
ー
、

つ
ま
り
当
社
の
も
の
づ
く
り
は
す
べ
て
駐
輪
場
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
特
化
し
て
い
る

の
は
業
界
で
も
唯
一
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
」

ー
ー
駐
輪
場
特
化
型
企
業
と
し
て
、
管
理
運
営
業

務
も
？

「
ス
ー
パ
ー
の
店
舗
併
設
型
駐
輪
場
や
鉄
道
会
社

の
直
営
駐
輪
場
な
ど
、
一
部
で
管
理
運
営
を
任

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
が
、

こ
れ
は
自
社
製
品
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
的
な
意
味
合

い
が
強
い
も
の
で
す
。
自
治
体
の
所
有
す
る
大
規

模
駐
輪
場
の
指
定
管
理
等
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

〝
管
理
運
営
業
〞
に
当
社
独
自
で
展
開
を
促
進
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

ー
ー 

な
ぜ
で
し
ょ
う
？

「
一
線
を
引
い
て
い
る
の
で
す
。
我
々
は
あ
く
ま
で

メ
ー
カ
ー
と
し
て
「
も
の
づ
く
り
」
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
よ
り
よ
い
駐
輪
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の

製
品
開
発
、
も
の
づ
く
り
に
当
社
が
持
つ
力
を
集
中

さ
せ
た
い
。
そ
れ
が
こ
の
業
界
の
発
展
に
も
繋
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
管
理
運
営
を
メ
イ
ン
の
事
業
と

す
る
団
体
・
企
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
当
社
は

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
最
適
な
製
品
、「
も
の
」
を

提
供
す
る
立
場
に
徹
す
る
。
そ
う
い
っ
た
役
割
分

担
、〝
共
存
〞
が
、
よ
り
よ
い
駐
輪
場
の
実
現
、
業

界
の
発
展
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
す
」

ー
ー
「
餅
は
餅
屋
」
と
い
う
考
え
方

「
当
社
の
事
業
を
一
言
で
表
す
な
ら
ば
、
徹
底
的

に
自
転
車
、
駐
輪
場
に
こ
だ
わ
る
「
輪
業
」
で
す
。

自
転
車
文
化
を
高
め
る
こ
と
、
自
転
車
を
通
し

て
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
「
輪
」
に
特
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
開
発

を
続
け
る
こ
と
。こ
れ
が
当
社
が
取
り
組
む〝
輪
業
〞

で
す
」

ー
ー 

だ
か
ら
専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と

「
当
社
は
例
外
な
く
社
員
全
員
が
駐
輪
場
に
携
わ
っ

て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
当
社
の
強
み
で
す
。
他
ジ
ャ

ン
ル
に
手
を
出
し
て
い
た
ら
力
が
分
散
し
て
し
ま
う
。

全
員
の
力
を
「
輪
業
」
に
注
い
で
こ
そ
、
よ
り
よ
い

も
の
が
つ
く
り
出
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ー
ー 

業
界
の
浮
沈
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
あ

る
の
で
は
？

「
ど
ん
な
業
界
で
も
、
発
展
の
た
め
に
は
そ
れ
に
特
化

し
た
専
門
企
業
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
駐

輪
業
界
は
ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
業
界
で
す
。
そ
れ
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

ー
ー 

業
界
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
駐
輪
場
の
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
50
年
代
の
「
放
置
自
転
車

1
0
0
万
台
」
か
ら
今
で
は
約
8
万
台
と
大
幅
な
改
善

を
見
せ
ま
し
た
。
ゆ
え
に
業
界
関
係
者
か
ら
は
駐
輪
需
要

の
「
頭
打
ち
」
だ
と
、
停
滞
を
嘆
く
声
も
多
く
聞
き
ま
す

「
そ
れ
は
、
非
常
に
凝
り
固
ま
っ
た
も
の
の
見
方
だ
と
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、関
係
者
の
そ
う
い
っ
た「
嘆
き
」「
愚

痴
」
を
聞
く
機
会
も
多
い
で
す
し
、
そ
の
よ
う
な
意
見

が
大
勢
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。
で
も

そ
れ
は
、
今
ま
で
と
同
じ
や
り
方
が
通
じ
な
く
な
っ
た

だ
け
な
の
で
は
な
い
か
。
私
は
そ
う
捉
え
て
い
ま
す
」

東海技研株式会社
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-7-19 竹生第2ビル5F
TEL：045-471-8300　URL：http：//www.tokaigiken.co.jp

ー
ー 

考
え
方
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と

「
も
ち
ろ
ん
、
先
ほ
ど
の
放
置
自
転
車
台
数
の
激
減

と
い
う
実
績
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
、

成
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
自
転

車
駐
車
場
工
業
会
（
以
下
、
工
業
会
）
の
副
理
事
長

も
拝
命
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
功
績
に
対
し
、
工

業
会
が
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
こ
と
、
諸
先
輩
方
が

取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す

し
、
最
大
限
の
敬
意
を
も
っ
て
い
ま
す
」

ー
ー 

今
日
は
あ
く
ま
で
「
東
海
技
研
代
表
取
締
役
」

と
し
て
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、
こ
の

際
な
の
で
お
聞
き
し
た
い
。
お
話
に
あ
っ
た
よ
う

に
現
在
、
工
業
会
副
理
事
長
と
い
う
要
職
も
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
取
材
者
と
し
て
の
実
感

で
す
が
、
凝
り
固
ま
っ
た
声
と
い
う
の
は
、
工
業

会
内
部
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
？

「
い
き
な
り
答
え
づ
ら
い
こ
と
を
（
笑
）。
で
は
こ

う
答
え
ま
し
ょ
う
。
私
が
駐
輪
場
の
今
後
の
あ
り

方
や
将
来
像
を
思
い
描
き
、
誰
か
と
意
見
を
交
わ

す
と
き
、
そ
の
場
に
い
る
の
は
例
え
ば
IT
関
係
者

や
広
告
、
保
険
業
、
飲
食
業
…
…
と
に
か
く
異
業

種
ば
か
り
で
す
。
駐
輪
業
界
の
関
係
者
は
い
な
い

と
い
っ
て
い
い
。
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
実

を
知
ら
な
い
突
拍
子
も
な
い
意
見
も
多
い
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と

も
同
じ
く
ら
い
多
い
。
そ
し
て
気
づ
き
、
感
じ
る

ん
で
す
。
な
ん
だ
、
や
れ
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
」

若
さ
と
経
験
、

両
方
の
叡
智
を
結
集
す
べ
き

ー
ー 

業
界
の
外
に
い
る
か
ら
こ
そ
持
ち
得
る
発
想

に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
べ
き
、
と

「
金
融
業
で
も
い
い
し
、
不
動
産
業
で
も
い
い
ん
で

す
。
ど
ん
な
業
種
で
も
、
接
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
気
づ
き
が
あ
る
。
凝
り
固
ま
っ
た
視
点
を
変
え

な
い
か
ぎ
り
見
え
な
い
景
色
が
あ
る
の
で
す
」

ー
ー 

駐
輪
場
の
業
界
団
体
に
は
、
当
然
な
が
ら
駐
輪

場
の
関
係
者
し
か
い
ま
せ
ん
ね

「
繰
り
返
し
ま
す
が
、
工
業
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

は
素
晴
ら
し
い

の
一
言
で

す
。
品
質

的
に
玉
石

混
交
だ
っ

た
駐
輪
機
器
に

「
安
全
」
と
い
う
確
固
た
る
基
準

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
功

績
で
す
。
工
業
会
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
「
成
功
の

歴
史
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。「
こ
の
業

界
は
頭
打
ち
だ
」
と
嘆
く
ほ
ど
に
業
界
を
成
熟
さ

せ
た
。
そ
れ
は
誇
る
べ
き
歴
史
で
す
。
で
は
、
そ
の

誇
る
べ
き
歴
史
を
前
に
し
て
、
我
々
は
何
を
す
べ
き

な
の
か
。
歴
史
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
「
頭
打
ち
だ
」
と

嘆
く
だ
け
で
い
い
の
か
。
立
ち
止
ま
っ
て
い
て
い
い

の
か
。そ
う
い
う
意
識
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

ー
ー 

も
は
や
今
の
工
業
会
に
価
値
は
な
い
？

「
い
い
え
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く

の
誤
解
で
す
。
独
自
に
策
定
し

て
き
た
安
全
基
準
・
認
定
制
度

は
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心
に

寄
与
す
る
素
晴
ら
し
い
価
値
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
あ

る
工
業
会
が
持
つ
、
公
に
向
け

て
情
報
を
発
信
す
る
力
に
も
ま

た
、
得
難
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

国
や
地
方
自
治
体
、
議
員
、
学

識
経
験
者
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
方
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で

の
歴
史
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る

大
き
な
価
値
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
を
活
か
し
続
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」

なかじま あつし：平成元年（1989年）東海技研株式会社入社。平成24年（2012年）5月に代表取締役に就任。
平成26年（2014年）には自転車駐車場工業会・副理事長に就任し、業界の牽引役として精力的に活動を続けている。

様々なかたちで、様々な立場から自転車駐車場に携わる人に迫る本企画。
今回登場いただいたのは東海技研株式会社代表取締役の中島 敦氏。
氏が取り組む「輪業」とは－－－－－。

業界の凝り固まった視点には映らない
自転車駐車場の“未来 ”を見つけたい

ー
ー 

工
業
会
に
新
風
を
吹
き
込
ま
せ
る
べ
き
だ
、
と

い
う
意
見
も
あ
る
よ
う
で
す

「
業
界
内
に
停
滞
感
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
打
破
し

た
い
と
考
え
る
若
い
世
代
は
必
ず
い
る
は
ず
で
す
。
そ

の
思
い
や
力
を
集
め
、
活
か
す
た
め
に
も
彼
ら
が
声
を

発
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
は
設
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
」

ー
ー 

駐
輪
場
の
最
前
線
に
い
る
若
い
世
代
の
「
現
場
」

の
声
を
集
め
る
べ
き
と

「
も
ち
ろ
ん
若
さ
ゆ
え
の
失
敗
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
幸
い
な
こ
と
に
工
業
会
に
は
大
き
な
功
績
を
果

た
し
て
き
た
諸
先
輩
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は

そ
の
経
験
で
正
し
い
道
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
ら
、

若
い
世
代
は
思
い
切
っ
て
取
り
組
め
ば
い
い
」

ー
ー 

世
代
交
代
と
は
違
う
？

「
も
ち
ろ
ん
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
怒
ら

れ
ま
す
よ
（
笑
）。
諸
先
輩
の
経
験
と
若
い
世
代
の
挑

戦
。
両
方
の
叡
智
を
併
せ
持
っ
て
い
る
の
が
工
業
会
の

強
み
で
す
。
両
方
活
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
」

ー
ー
そ
れ
が
実
現
し
た
ら
、
工
業
会
は
新
た
な
フ
ェ
ー

ズ
に
入
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
こ
の
後
、
駐
輪
機
器
専
門
メ
ー
カ
ー

な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
と
商
品
開
発
に
か
け
る
思
い
、

そ
し
て
「
輪
業
」
を
自
任
す
る
氏
が
描
く
業
界
の
将

来
像
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
そ
の
模
様
は
次
号
掲
載

「
後
編
」
へ
ー
ー
。

代表取締役
　中島 敦    氏

東海技研株式会社

（一般社団法人 自転車駐車場工業会  副理事長）

 Interview
自転車駐車場と　

老若男女問わず使う駐輪場では、誰もが扱い
やすい機器が求められ、突き詰めていくと「無
駄が削られ、シンプルになる」（中島氏）。その
究極系ともいえる小規模立地用精算機「Four's
（フォース）」。まちに溶け込むデザイン。

東海技研を代表するヒット商品である「サイクルン」。見た目も美しい最
新型が早くも稼働。その開発秘話は次回。
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関
東
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
も
浸
透
さ
せ
よ
う
と
今

回
初
出
展
。
こ
ち
ら
の
環
境
整
備
は
か
な
り
進
ん

で
お
り
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
県
内
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
協
力
も
あ
っ
て
現
在
1
8
5
カ

所
。
間
も
な
く
2
0
0
カ
所
に
到
達
す
る
と
い
う
。

自
転
車
だ
け
で
な
く
船
と
あ
わ
せ
て
の
1
周
な
ど
、

琵
琶
湖
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
プ
ラ
ン
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
各
ブ
ー
ス
で
共
通
し
て
い
た
の
が
、
チ
ラ
シ

や
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
と
同
時
に
来
場
者

に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
旅

に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
情
報
収
集
し
て
い
た
こ

と
。
こ
れ
が
今
後
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
の
指
針

と
な
る
よ
う
だ
。

「
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
の
祭
典
」
が
発
足

当
時
の
サ
イ
ク
ル
モ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
だ
っ

た
が
、
海
外
メ
ジ
ャ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
出
展
が
年
々
減

少
し
、
今
の
内
容
が
そ
れ
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
こ

と
を
多
く
の
来
場
者
が
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
の
変
化
こ
そ
が
自
転
車
業
界
全
体
の
状
況

を
象
徴
し
て
お
り
、
存
在
価
値
は
む
し
ろ
増
し
て

い
る
。
11
月
3
日
〜
5
日
の
三
日
間
行
わ
れ
た
第

13
回
目
も
前
回
か
ら
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
地
方
自
治
体
お
よ
び
観
光
協
会
関

連
の
出
展
数
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
自
転
車
活
用
推
進
法
の
成
立
、
執
行
も
関
連
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
各
自
治
体
の
自
転
車
へ
の
熱

意
は
急
激
に
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

広
島
県
尾
道
市
と
愛
媛
県
今
治
市
を
つ
な
ぐ〝
し

ま
な
み
海
道
〞
は
こ
れ
か
ら
〝
自
転
車
の
ま
ち
〞
を

目
指
そ
う
と
い
う
地
域
に
と
っ
て
は
お
手
本
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
、
多
く
が
そ
の
手
法
を
ベ
ー
ス
に
地

域
特
性
を
加
え
る
か
た
ち
で
魅
力
を
創
出
。
同
時

に
地
域
の
住
民
や
企
業
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
協
力
が

発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
で
、
自
転
車
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
地
域
内
に
お
け
る

自
転
車
活
用
推
進
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
サ

イ
ク
ル
モ
ー
ド
で
は
す
で
に
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
間
で

は
人
気
の
滋
賀
県
を
は
じ
め
、
観
光
地
と
し
て
は

全
国
屈
指
の
伊
豆
市
や
山
梨
県
、昨
年
の「
J
B
C
F

維
新
や
ま
ぐ
ち
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
に
続
き
今
年
も

「
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」と
新
た
な
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
を
続
々
と
催
し
て
い
る
山
口
県
、
一
方

あ
ま
り
自
転
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
秋
田
県
な
ど

が
初
出
展
し
た
。
聞
け
ば
い
ず
れ
も
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
、
自
転
車
乗
用
環
境
整
備
や
観
光
誘
致

を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ク
ト
が
新
規
発
足
し
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
こ
れ
は
自
転
車
活
用
推
進
法
成
立
が
促

し
た
、
具
体
的
な
動
き
だ
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

伊
豆
市
は
自
転
車
が
安
全
に
走
れ
る
道
路
が
あ

り
山
林
地
域
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
温
泉
施
設
も
多

く
、
自
転
車
旅
の
魅
力
に
溢

れ
て
い
る
と
い
え
る
。
現
在

す
で
に
電
車
や
バ
ス
に
は
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
各
温
泉
施
設
内
に

自
転
車
を
持
ち
込
め
る
シ
ス

テ
ム
も
着
々
と
進
行
中
。
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
利
用

し
た
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
も
ス

タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。
山
口

県
は
、
昨
年
か
ら
サ
イ
ク
リ

ス
ト
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
下
関
や

秋
吉
台
な
ど
メ
イ
ン
の
コ
ー

ス
に
40
カ
所
の
エ
イ
ド
を
設

置
。
2
0
1
7
年
に
さ
ら
に

30
カ
所
、
2
0
1
8
年
も

30
カ
所
で
計
1
0
0
カ
所

ま
で
伸
ば
す
予
定
だ
。
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
と
の
提
携
な
ど
で

注
目
を
集
め
た
滋
賀
県
は
、

琵
琶
湖
を
1
周
す
る
「
び
わ

い
ち
」
を
関
西
だ
け
で
な
く

!""#$%%&&&'()*+,'-,'.#

/01203－3241－7163（代）2456203－3242－32172

〒552－0013
大阪市港区福崎3丁目1番201号
/01206－6577－2503（代）2456206－6577－2528

〒103－0023

本 社

東 京 営 業 所
東京都中央区日本橋本町1丁目7番2号

CYCLE MODE 
international 2017 の“変化”を読む

地方自治体の自転車政策が急加速

Bicycle Parking 【 話題を追って ❷ 】

去る11月3日～5日の3日間に亘り、千葉県幕張メッセで開催された
「CYCLE MODE international 2017」（以下「サイクルモード」）。
最新モデルに試乗できることなどから多くの自転車マニアが集うこのイベントに、実は大きな変化の兆しが…。
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当
社
は
創
業
以
来
、
電
気
制
御
、
シ
ス
テ
ム

の
自
動
化
を
担
う
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
主
幹
と
す
る
会
社
で
す
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

の
企
画
・
設
計
か
ら
製
造
・
施
工
・
管
理
等
一
連

の
技
術
力
で
、
お
客
様
か
ら
高
く
評
価
い
た
だ

い
て
お
り
、
一
部
上
場
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

大
手
産
業
機
械
装
置
メ
ー
カ
ー
が
主
要
取
引
先

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
技
術
資
産
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、ユ
ニ
ー
ク
な

ス
ポ
ー
ツ
体
感
機
器
の
商
品
開
発
を
行
っ
て
お

り
、
大
手
上
場
企
業
が
運
営
す
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
施
設
に
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年

は
「
ゴ
ル
フ
練
習
」
の
市
場
に
着
目
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ル
フ
、ス
イ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
機
と

い
っ
た
製
品
を
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。

駐
輸
事
業
に
お
い
て
は
、
独
自
の
機
構
を
取

り
入
れ
た
駐
輪
機
を
開
発
し
、
自
転
車
駐
輪

場
業
界
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

製
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
、
モ
ッ
ト
ー
は

お
客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
良
し
と
し
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」
と

い
う
方
針
で
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
新
た
な
市
場
へ
の
取
り
組
み

が
、
現
在
の
当
社
の
事
業
の
柱
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
現
れ
と
し
て
、
夢
の
新

素
材
と
言
わ
れ
る
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

（
C
N
T
） 

に
も
取
り
組
み
、
2
0
1
7
年
8
月

に
完
成
し
た
本
社
工
場
に
は
試
験
的
生
産
設
備

を
導
入
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
協
同
し
て
研

究
開
発
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
、
活
動

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

は
、
半
導
体
生
産
設
備
が
世
界
的
に
増
進
し
て

お
り
、
新
工
場
の
竣
工
を
受
け
て
、
当
社
取
引

先
か
ら
も
更
な
る
生
産
協
力
体
制
を
要
望
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
も
、
海
外
諸
国
の
経
済
水
準
上
昇
に
伴
っ
て

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
海
外
市
場
か
ら
の
要
望
が
強
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
駐
輸
事
業
は
、
近
年
の
都
市
交
通
問

題
、
環
境
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
よ

る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
変
革
に
お
け
る
解
の

ひ
と
つ
と
し
て
、ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
新
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、

引
き
続
き
新
た
な
ニ
ー
ズ
、
市
場
へ
の
対
応
力

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
力
商
品
に
つ
い
て

当
社
の
主
力
商
品
は
自
転
車
駐
車
場
工
業
会

の
認
定
品
で
あ
る
フ
ッ
ト
レ
バ
ー
式
ス
ラ
イ
ド

ラ
ッ
ク
で
す
。（
写
真
❶
）

こ
の
商
品
は
他
社

に
は
な
い
フ
ッ
ト

式
の
駐
輪
機
で
、

従
来
の
手
押
式

ス
ラ
イ
ド
ラ
ッ

ク
に
比
べ
、
自
転

車
の
入
出
庫
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
可
能
で
、
電
動

ア
シ
ス
ト
付
き
自
転

車
・
子
乗
せ
3
人
乗
り

用
自
転
車
の
収
容
も
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
で
故
障
が

な
く
、
設
置
後
15
年

が
経
っ
た
も
の
で
も

可
動
部
も
問
題
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
使
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

全
国
に
多
数
（
1
万

台
以
上

：

自
治
体
・
マ

ン
シ
ョ
ン
・
商
業
施
設

等
）
の
設
置
実
績
が
あ

り
ま
す
。

自転車駐車場関連企業探訪

株式会社シーディアイ　http：//www.cdi.jpn.com/
 愛知県一宮市大和町妙興寺字丹波12番　
 TEL：0586-27-0123 FAX：0586-27-0138
（東京営業所） 東京都目黒区下目黒2丁目18番3号花谷ビル403号
 TEL：03-6420-3579/ FAX：03-6420-0589

株
式
会
社
シ
ー
デ
ィ
ア
イ新

製
品
に
つ
い
て

無
電
源
式
個
別
ロ
ッ
ク
「
ガ
チ
ャ
ロ
ッ
ク
（
2

重
ロ
ッ
ク
式
）
」
を
平
成
30
年
3
月
頃
に
リ
リ
ー

ス
予
定
で
す
。（
参
考
写
真
❷
）

ま
た
、
電
源
式
個
別
ロ
ッ
ク（
ス
ラ
イ
ド
式
個

別
ロ
ッ
ク
付
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
・
垂
直
2
段
式

個
別
ロ
ッ
ク
付
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
）
を
現
在
開

発
中
で
す
。

こ
れ
か
ら

自
社
自
転
車
ラ
ッ
ク
の
拡
販
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
式
駐
輪
場
満
空
状
況
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
・
駐
輪
場
の
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

駐
輪
場
の
改
修
・
新
築
等
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
駐
輪
場
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▶8月に竣工した新工場で多岐にわたる研究開発に邁進中

同社主力商品である「ガチャロック」は電源不要の課金
駐輪機。2重ロック式を開発中。

❶

❷

DATA



（11）Bicycle Parking WINTER 2017

（公財）自転車駐車場整備センターが
名古屋・東京でセミナーを開催

（公財）自転車駐車場整備センター及び（公財）都市計画協会による「都市にお
ける自転車利用とまちづくり」と題したセミナーが10月18日に名古屋（ミッドラ
ンドホール：名古屋市）、そして11月6日に東京（ホテルルポール麹町：千代田区）
でそれぞれ開催された。
名古屋会場ではまず初めに埼玉大学大学院の久保田尚教授が「都市の交通におけ

る自転車」と題した講演を行い、海外の自転車走行空間の具体例や日本国内の取り
組み例を挙げつつ、自転車走行空間の整備のあり方について解説。続いて登壇した
春日井市総務部交通対策課の梶田岳宏課長は「春日井市の放置自転車対策」として
同市の駐輪政策について、有料 /無料駐車場の配置のバランスなど、具体的な取り
組み例を紹介した。最後に国土交通省都市局街路交通施設課の中西賢也企画専門官
が登壇し、「自転車等駐車場の整備のあり方に関するガイドラインの改訂について」
として、同ガイドラインの具体的内容とポイントについてわかりやすく説明を行った。
東京会場では、まず初めに日本大学の小早川悟教授が「都市交通システムとして

の自転車交通」と題して講演。自転車活用推進法の具体的内容とその考え方などを
解説。続いて八王子市道路交通部交通事業課の渡辺富士夫主査が「八王子市の放置
自転車対策」と題して、同市の取り組みを紹介。駅前商店街の駐輪施策の工夫（移
動式ラックやバッテリー駆動ラックの採用）など、興味深い話をふんだんに盛り込
んだ。最後に国土交通省道路局自転車活用推進本部事務局の奥田秀樹自転車活用推
進官による「自転車関係施策の最近の動向」と題した講演が行われ、自転車活用推
進法の理念や具体的な取り組みなど詳細な説明が行われた。

（一社）自転車駐車場工業会が
大阪でセミナーを開催

去る11月16日、（一社）自転車駐車場工業会主催によるセミナー「都市におけ
る交通環境と自転車駐車場のあり方」がサンケイカンファレンス大阪梅田（大阪市北
区）にて開催され、自治体の自転車政策担当者等、約70名が出席した。
講演はまず初めに大阪市立大学大学院の吉田長裕准教授が登壇し、「海外における

シェアサイクルと自転車利用環境に関する近年の動向」と題した講演が行われた。コ
ペンハーゲンのカーゴバイク用駐輪施設など、海外の具体的事例について写真をふ
んだんに交えながら紹介し、日本の自転車駐車場の今後のあり方についての考え方を
示した。続いて名古屋大学大学院の伊藤孝紀准教授が登壇し、「シェアサイクルにみる、
まちづくりのデザイン戦略」と題し講演。「そもそもデザインとは何か」など、非常
に興味深いテーマを盛り込みながら、まちとの調和など、自転車政策に求められる「デ
ザイン」について様々な話を展開した。
両者の講演の後、自転車駐車場工業会の活動目的や具体的活動内容について、同

工業会 広報部会 ブランディング委員会より説明が行われた。

JR東日本「サイクルトレイン」に
ロードバイク専用ラック完備の新車両が登場

JR東日本千葉支社がサイクルトレイン専用
車両「BOSO BICYCLE BASE（B.B.BASE）」
の導入を発表。サイクルモードで、デモン
ストレーションを実施。そして12月9日
にはJR両国駅にて実車展示イベントも行っている。
温暖な気候に加え自転車レース、自転車イベント、トライアスロンなどが行われて

いることでサイクリストが多く集う房総エリアでは自転車を輪行せずに持ち込めるサ
イクルトレインが2013年より実施されているが、さらに活性化させるためJR東
日本は209系車両を改造した専用車両を新たに開発した。ここ数年急増している
ロードバイクビギナーにとって輪行は決して気軽ではなく、サイクルトレインの評判
は上々だった。これまでは既存のつり革に吊り下げる方式だったが、B.B.BASEは1
車両当り20人分の座席と専用ラックが設けられており、快適度は飛躍的に増すこと
に。両国を起点に総武本線、内房線、外房線、成田方面に向け、2018年1月6日
から運行を開始する。JRが開発ということで他地域とも繋がりやすく、そうなれば
利便性はより高くなるものと期待される。
専用開発されたラックは「電車の揺れに対し傷がつかないよう、より安全に固定」

することを念頭に置いた結果、縦置き式を採用。ガイドフレームに固定した前輪で荷
重を支えラックに収納し、ベルトでフレームを固定するというものだが、デモを見る
限り非力な女性でも比較的簡単な工程のようだ。対応サイ
ズはホイールサイズが29インチ、タイヤ幅56㎜、ハンド
ル幅600㎜以下と、ロードバ
イクに特化したものだ。
利便性、安全性、快適性と

もに高 い B.B.BASE に、来
場者も高い関心を示していた。
ロードバイクはレジャーだけで
なく通勤などの移動目的でも
普及が進んでいるが、スタン
ドがないロードバイクを安全に
停められる自転車駐車場は不
足しており、自転車駐車場業界
にとって課題のひとつとなって
いる。B.B.BASEの発想は業
界にとって、今後の参考にも
なりえるだろう。
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季刊発行『Bicycle Parking』では、広告掲載パートナーを募集しています
掲載サイズ等さまざまなタイプを用意しています
お問い合せ： 広告担当（有）サン・ネット（担当：山本）

 tel：03-3269-6696　mail：sun-net@sun-net.cc

国土交通省都市局街路交通施設課
中西賢也 企画専門官

埼玉大学大学院　久保田尚 教授 春日井市総務部交通対策課
梶田岳宏 課長

大阪市立大学大学院
吉田長裕 准教授

名古屋大学大学院 
伊藤孝紀 准教授

自転車駐車場工業会 広報部会
ブランディング委員長  山本 稔

名古屋会場

東京会場

日本大学  小早川悟 教授 八王子市道路交通部 交通事業課 
渡辺富士夫 主査 

国土交通省道路局
自転車活用推進本部事務局
奥田秀樹 自転車活用推進官

Bicycle Parking
広告募集のお知らせ
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	BP_08面_インタビュー_171218_trim_A4_comp
	BP_09面_自転車情報最前線_171221_trim_A4_comp
	BP_10面_企業紹介_171204_trim_A4_comp
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